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キアンコウの飼育試験及び栽培漁業対象種としての検討

星野　尚重・市毛　清記・鈴木　正伸・山口　安男・豊島　征司

BreedingExperiment ofAngler鮎h，LcphlUShナ〟血and Examination

as an ObjectSpeciesofSeaFarming

NaoshigeHOSHINO，SeikilCHIGE，MasanobuSL：ZUKI，

YasuoYAMAGUCHl，SeijiTOY（⊃SHIMA

Abstract

The technicaJdevelopmenL Oradult cultivation systems and artiflcialpropagation orangler fish（Lop血■LISh．tLJJoD）≠・raS

examincd，SimuLtaneously，aninvestigatioIICOllectingeggmassesforlarvaltishresearchllraSCOnducte止

Althoughgr・珊thinanartificia）ellVironmentcan beveryrapid，anglerfisharepronetoinjury什omrubbingagainsHhe

nptting・「Orthis rcason，itis clearthaLOnlyfishwithIbwinjuries should beselectedLbrbreedinginthpIongterm．ALso，

themannerinwhichaIlgJE）rfishspawnundertheseconditionsbecameclear，

The egg mass collectingiIIVeStigation was ronducted during spawning season．Hgg masses attache（1日）driftlng

SeaWeedwerp collecLedjust before hatching．1t was suggested that rotifcrs and artemia－naupliuswhich are commonly used

asfbedto机herlarvalflSh，COuldnotbe use（1intheartificialcu】tivationorallglE）r鮎h，

keywords：AnglerflSh，eggmaSS，driftjngseaweed，1arvalfish

目　　的

キアンコウ（／ノ仰山山仇〟血7）は「茨城県の旬の魚（冬）」に

選定された本県を代表する魚種であり，主に沖合底びき網

漁業や15トンの板びき網漁業で漁獲されているrJ近年（平

成8～12年）の漁獲量は7（）～200トンで推移している（図

1）が，1980年代には漁獲量が激減し「幻の魚」となってい
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図1茨城県キアンコウ漁獲量（属地）

（水産試験場情報システム総計）

たこともあり（二平ら，2001），資源変動が大きな魚種であ

る．－．分布水深は3日～40【）mと広範園（堀，1993）であるた

ダ），生物学的知見は少ないノまた，漁獲時の水圧・水温の急

激な変化や網スレ等のため，長期飼育が可能な個体を確保

することが難しく，飼育に関する知見≠」乏しいrJキアンコウの

飼育について実績のあるアクアワールド茨城県大洗水族館

（以下大洗水族館と称するL－J）においても長期間の飼育は難

しく，数週間から1年未満で免死する場合が多い二

キアンコクの生態を解明し種苗生産技術を開発することは

資源管理型漁業を進める上で極めて重要であることから∴茨

城県水産試験場（以下水産試験場と称するL＿ノ）では大洗水

族館と共同でキアンコウの親魚養成技術及び椎苗生産技術

の開発に取り組んだ。また，l即寺に／本県沿岸域において漁

業調査船に上る卵・仔稚魚の採集調奄を行った．。ここでは，

平成9年度から平成13年度までの5年間にわたり「旬のさか

なアンコウの増殖に関する研究」として実施した試験研究及

び2002年6月に大洗沖で採集したキアンコクの受精卵を由

来とする婿化仔魚の飼育試験によ／Jて得られた知見につい

て報告する′

方　　法

親魚養成

飼育用の親魚には定置網，船曳網，固定式刺綱，底びき

網等によって漁獲された傷の少ないキアンコクを用いたく



星野　尚重ほか

人洗水族館での飼育方法は，キアンコウの搬人後約20

ロ間は漁獲に上るスレの悪化を防ぐため蓄養水槽（台形

（1．1m，1．6m，1．5rrl，1．61m）×†）．7：うmこ循環水量‘1．3けり

の内面に設置したビニールフェンス内（直径1．5m）に収容

し，その後スレが少なく状態の良い個体については展ホ水

槽（1．5m Xl．7m：く1．51n；循環水量6．4瓜f）に移動して飼

育を行った√スレが目立ち状態の悪い個体については引き

続きビニールフェンス内で飼育を継続したL一餌は冷凍イワシ

やアジを解凍したものを1尾ず／）釣り糸で結び，1週間に1～

2lUI適量を個体別に与－えた∴水槽の底には踵砂（直径1～3

mm）を10～16mlの厚さに敷き詰めた（′卜藤，1998）、一長期

間飼育している個体については成長を把握するため，定期

的に全長の測定を行／Jた、＿測定は　職員が実際に水槽へ潜

水し，1m〔7）余定規を当てて行った

水産試験場の飼育には，海水冷却装置により飼育水を循

環させて15～16℃に温度管理した1nfパンライト水槽を用

いた′飼育水は水温が上昇しない程度に少量（2リットル／

分）の注水を行った〔搬入峠にスレが少なく状態の良い個体

については水槽底面に砂を約10Lm程度の厚さに敷いて飼

育を行い，スレがH、▲＿′二ち状態の悪い個体については鰭が砂

で擦れないように砂を敷かずに飼育を行ったrJ餌は′牛きた小

魚（キヌバリ，アイナメ，マコガレイ等）を飼育水槽に入れて様

了－を見た後，2～3日間摂餌していない個体については掬い

上げて日から生きた小魚や切り身（サバ，エビ等）を押し込み

飲み込去せた、スレの対策としてニフルスチレン酸ナトリウム

（フラン剤），マラカイトグリーン（防カビ剤），イソジン液（殺菌

剤）及びストレプトマイシン（抗生物賃）など薬剤の効果を確

かめた√

天然海域での卵・仔稚魚の採集

天然海域におけるキアンコウの産卵場所，卵・仔稚魚の牛

息場所等を明らかにするために巨水産試験場の漁業調査指

導船「あさなぎ」（4．9トン）及び「ときわ」（59トン）を用いて，

船曳網（通称「しらす船曳綱」）による卯・仔稚魚の分布調査

及び稚魚ネット（口径130C恥　日合2mm）による流れ藻採集

調査を行った．＿併せて，平潟～波崎までの沿海地区漁業協

同組合あてに放卯中J）キアンコウリ〕写真入りチラシを配布

し，漁業関係者からのH撃情報の収集に努ダ）た′

卿化仔魚飼育試験

天然海域での卯・け稚魚の採集調査で得られた齢化十子魚

を用いて飼台試験を行／つた．＿、飼育には1mコパンライト水槽を

用いた〔．注れ畝は軒裾毎水を収容当初0．7回転／口を目安

に行い，飼育水の汚れ具合や残餌を見ながら増減させた．

水槽にはエアリフトを設置し，飼台水及び牛物餌料が均　一に

循環するようにしたJ仔魚の初期餌料にはワムシ∴ア′レテミア

を給餌し，翌朝でも生物餌料が残るように給餌量を調節し

た＿．ワムシは1）HA強化淡水産クロレラ（商品名「ス】パ一・一生

クりレラ＼・112」，クロレラ工業株式会社）で培養し，アルテミア

は栄養強化（商品名「プラスアクアラン」，は1Sドジャパン株

式会社）を施したこ．ワムシ給餌期間中は，飼育水中にDHA

強化淡水産クロレラ（同）を飼育水量1mつにつき15ml添加し

たJ

結　　果

親魚養成

平成9～l：川二度の5年間に大洗水族館と水産試験場に

おいて飼育したキアンコウの各個体の飼育記録について表

1に示した、＿ノ大洗水族館の総飼育尾数は37尾で，飼育期間

1年以Lが5尾，同川O R以上二1年未満が4尾，同50日以

卜100日未満がり尾，同50日未満が19尾であった（平均

飼育口数165日）L－J飼台期間1年以上のキアンコウ5尾中4

尾は定置網，1尾は利鞘によって漁獲されたものであるL一水

産試験場の総飼育尾数は20尾で，飼育期間50日以卜

100　日未満が2尾（いずれし底びき網で漁獲），残りは尾は

飼育期間50　口未満で死亡した（平均飼育口数24　日）．一長

期飼育に至らなか／Jた個体（飼育期l削100　口未満）はいず

れも飼育開始から数口後に卜顎及び尾鰭のスレが目立ち始

め，患部の傑爛が著しくなった後衰弱して死亡した（lXⅠ2）

水産試験場ではニフルスチレン酸ナトリウム（2Pl）m・6時間）

やマラカイトグリーン（1ppm・1時間）による薬浴，ストレフト

マイシン注射（硫酸ジヒドロストレプトマイシン25mgブ」価／kg

・筋肉打注）及びイソジン液塗イドを行ったが，効果は認めら

れなかった。

大洗水族館の飼育条件下におけるキアンコウの戚良につ

いて【ズ】3に，飼台水温の推移について【X】4に示したこ個体番
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図3　飼育環境下でのキアンコウの成長



個体番号ん16（2000．5．28搬入，6．17死亡）

個体番号A－16　下顎部分拡大

∈凛■

個体番号A－18（2001．1．17搬入，2．3死亡）

個体番号A－18　尾鰭部分拡大

図2　死亡したキアンコウ
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図4　大洗水撫膚におけるキアンコウ飼竃水温の蛙移
（＊檜内で度陶＿Jた畔点とtt事●書を併把著靡デー飼言責クを雷魚．）

号＿A－1，▲1－3，▲14については，1997年5月5日にそれぞ

れ全長58。m，56cm，請（二mだったものが1998年3月2日

に削）し：rn，7甑m．H′1cmとなり，10ケ月間でそれぞれ22cm．

22し：爪，2触れ成良したしさらに個体番弓一八一3，A－‘1につい

ては，2ケ月後の1渕　隼5月1口にそれぞれ82cm，ボ7cm

となり，1年間でそれぞれ26cm，32emJ＆圧した（個体番号

。1－1は1998年3ノ112　日に死亡）。飼育水温は年間を通じ

てl二十■C前後（12一一15＝■（’）に保たれていたこ

大洗水族館では，いrJ‾れ雲J無精卵であるが4個体（個体番

号▲1－1，八3，▲・・＼－4，．4－15）が水槽内で計6回産卵した＿、

そ♂）うち3回は個体番号．A－こうが1年間のうちに在卵したもの

である．＿．また，個体番弓一八一15は2（）0（隼4月　25　日に搬入

し，4口後の41129日に確卵した毒Jのである　キアンコウの卵

は径1．5mmで，無色透明なゼラチン質の帯状の卵塊（以下

卵黄と称する）に包まれており，卵帯は浮遊作で良さ7～10

m，幅50～90cm，重さ7～27kgである．＿この中に120力

～170ノ」一粒の卵が包まれていた（表2ト個体番号八一1及び

表2　キアンコウ卵の測定結果

産　 卵　 産卵 親 魚 デー タ ※ 邸＿＿」垂 ．三 ＿二 ＿＿j ＿　 、

採集 （採 集 ） 個 体　 全 長　 体重 長 さ　　 平均 幅　 重 量　　 推 定 他動

場所　 日　　 番 号 （cm ） （g ） （cm ） （cm ） （E ）　 （1 ．0 00 泡 ）

大　 洗 19 9 7

7 50　　 6 1　 12 ．10 0　　 1 ．2 12水族 館　 ′12 ノ′1　 A －1　 7 7　　 8 ．100

大　 洗 19 g 8

（一部 流 失 によ りデ ー タ な し）水族 館 ／2ノ′15　 A －3　　 7 8　　 8 ．4 00

大　 洗 1 99 8
9 10　　 7 0　　 2 7．10 0　　 1，69 6水族 館　 ′′4 ′′29　 Å－4　　 8 6　 1 1，200

大　 洗 1 99 8

9 76　　 6 0　　 2 5，40 0　　 1．55 3水族 館∴ 6 ノ2　　 A －3　　 8 2　　 9 ，80 0

大　 洗 1 99 8

10 90　　 5 3　　 20 ．8 00　　 1．4 33水族 館 ．ノ7 ノ2 1　 A －3　　 8 6　 1 1，20 0

大　 洗　 2 00 0

9 00　　 9 4　 2 7 ．100　　　 し 3 69水 族館　 ′4 ノ29　 A －1 5　　 7 8　　 6 1 50 0

※個体A－1，A－3．A－4の全長は図4の成長グラフを読み取った数値
で．体重は二平ら（2001）の全長一体重関係式から計算した数値で
ある＿

個体A－15の全長・体重は死亡時の数値
（産卵から33日後の2000年6月1日死亡）である

Å－∫1の産卵の様了一についてはビデオに収録することに成功

した＿．個体番号A－1（7〕産卵の様子について図5に示したり

在卯直前のキアンコウの腹部は膨張し∴総排泄腔が大きく開

いているL＿やがて水面に卜昇し，水面で全身を大きく振って

ゼラチン質の卵帯を総排泄腔から羅山し始めた．途中で一

且水底へ沈降し，90秒ほど行動を止めるが巾び上昇し，水

面で残りの卵帯を一気に産出した．産卵開始から終了まで

の時間は3分30秒であった－ノ

天然海域での卵・仔稚魚の採集

2000年6月16［］に船曳網を用い，那珂湊沖封巨■　20′

Nラインに沿って水深10m，15m，20Jn，：う（）m地点の海面

を各1回操業したが，卵・仔稚魚と章）に採集できなかった

流れ藻採集調査を2000年に2lul（5月　25　日及び26

口），2001年に到∪【（4月18日及び5月25円），2002年に

3回（5月21R，こう0口及び6月10H）実施した′流れ藻の

採集地点について図6に示した、7回調査を実施して合計59
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図6　流れぎ某‡采集地点
（○：2000年、△：2001年、×：2川2年、
★：ヰアンコウ卵帯‡采取土也点〕

地点J）流れ藻を採取し／たが，キアンコウの卯・仔稚魚を採集

したのは2002年6月10日に採取した1地点のみであった

2（）0　隼6月10日14時′川分頃∴大洗沖水深器mの地点

（：用‾：18．7′　N，140　′10∴5′　E；【ズ】6中★印．表層水温

18．4rJcJにおいて流れ濠を採取したところ，流れ藻に絡みつ

いたキアンコウの卯帯を採集した．＿卵称プ）中には雛化寸前

の仔魚（全長5mm程度）が多数確認された（［ズ】7〕雨水を入

れた船卜作業用のタルに流れ藻ごと収容した直後から酵化



①産卵直前の様子。腹部は膨張し、
総排泄腔は大きく開いている。

②水面に上昇して産卵開始。卵帯
の一部が出始めている。（0分00秒）

③水面で全身を大きく振り、卵帯を
総排泄腔から産出する。（0分22秒）

④産卵途中で水中へ沈降する。
（0分59秒）

⑤水底で一旦産卵行動を止める。
（1分21秒）

⑥再び水面に向けて上昇する。
（2分56秒）

図5　キアンコウの産卵映像（1997年12月17日

⑦⑥と同様。（3分04秒）

⑧水面で残りの卵帯を一気に産
出する。（3分33秒）

⑨産出後の卵帯。水流に翻弄さ
れながら漂っている。（6分51秒）
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上から見たキアンコウ卵帯の一部

（採集1日後の2002年6月11日）
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横から見たキアンコウ卵帯の一部

（採集1日後の2002年6月11日）

図7　キアンコウ卵帯の拡大写真
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し浮遊する個体が確認されたことから，ビニール袋に丸ごと

移し替え，酸素を封入して水産試験場に持ち帰った「その

後直ちに200リット′レドRP平準水槽に収容して徴7主水・徴

通気を行い，卵帯を無理に流れ藻から引き剥がすことはしな

かったr翌日（2002年6月11日），流れ藻に絡まった卵帯

及び醇化仔魚を200リットルドRP水槽から1】げパンライト水

槽に移動して肺化け魚飼育試験に供した．，また，卯帯が絡

みついていた流れ藻の種類を検索した結果，ヒバマ夕日ホン

ダワラ科が5種類（アカモク・ホンダワラ・アズマネジモク・オオ

バモク・トゲモク），ヒバマ夕日ウガノモク科が1挿類（ウガノモ

ク）の計6種類で，総重量は3，240gであったL－．

なお，平潟～波崎までの沿海地区漁協√＼写真入りチラシ

を配布しバ毎血を浮遊するキアンコウ卯帯の目撃情報につ

いて照会したが，正確な情報は得られなかった．＿、

蓼字化仔魚飼育試験

キアンコウ仔魚の成長と生残尾教の推移に／）いて図8に，

表3　キアンコウ仔魚飼育データ
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図8　キアンコウ仔魚飼育生残尾数
と成長の推移

注水竜，水温及びワムシ・アルテミアの給餌星について表3

に示した「．キアンコウ仔魚（図9）は肺化直後（0日令）から既

月 ／日 日 令 注 水 圭

（回 転 ／日

水 温

（Oc ）

ワムシ（個 体 ／m l） アルテミア （個 体 ′′m L） 生 クロレラ

（m り

備 考

前 日 残 給 餌 量 前 日 残 絵 甑 i

6 月 10 日 0 0

流 れ 藻 か ら卵 帯 採 集 。既 に 開 口 し て

い る が 卵 黄 持 って い る 。腹 鰭 長 い 。

6 月 1 咽

6 月 12 日

1 0 ．7 5 15 ビーカー試 験 で は ワムシ食 べ な い

2 2 17 ．1 2 0 15

腹 鰭 長 くな り、背 鰭 の 挿 伸 び て き た 。

卵 責 吸 収 しき れ て い な い 。

6 月 13 日 3

4

5

2 16 5 　 蔓．6

1 9 ．8

15

6 月 14 日

6 月 15 日

2

2

17 15

卵 黄 だ い ぶ 吸 収 した が 、消 花 菅 に ワ

ム シ 確 認 で き な い 。

15 15

156 月 16 日

6 月 17 日

6

7

2

0 ．7 17 ．4 1，5

15

16

卵 責 ほ とん ど 吸 収 （2／3 ）し、背 鰭 2 番

目 の 練 出 て き た 。下 顎 に 歯 を 確 認 し

た 。

1＿3 15

15

ビーカー試 験 で アルテミア5 割 の 個 体 が 食

べ る

上 下 顎 に 歯 を 確 豆 し た 。卵 黄 吸 収 完

了 4 割 位 。消 化 管 に ワ ム シ 確 認 で き

な い 。6 月 18 日

6 月 19 日

8

9

0 ．7

0 ．7

17 ．4

17 ．6

5

1 8

1 5 ．2 1 喜　　 2，6

5 1 2＿6 15 ワムシ残 餌 多 い

6 月 20 日 1＿0

1 1

12

D ＿7

2

2

18 ＿3

18 ．6

1 6

1 2

2

6 ．2

8

0 ．5 5 15

套 面 体 卵 黄 吸 収 完 了 。2 5 尾 中 消 化

管 に ア ル テ ミア 1 個 体 確 認 が 1 尾 、ア

ル テ ミア 殻 1 個 確 認 が 2 尾 。

6 月 2 1 日 2 15 注 水 塁 上 げ る

6 月 22 日 6 15

15

架 死 多 い 。半 分 位 は 背 鰭 3 番 目 の 妹

出 て き た 。消 化 管 に ア ル テ ミア 確 認 1

割 以 下 。

6 月 23 日 1＿3

14

2

2 17 ，9

5

7

10 ．2

8 ．2

1　　　　 6

死 魚 胃 内 容 ワムシ入 っ て い る が アルテミア

入 っ て い な い

6 月 24 日 1　　　　 6 15

6 月 2 5 日 15 2 17 ＿8 2 ミ 0 15 劃 ま全 軋 消 化 管 に 餌 料 な し 。

に開口して腹部に卵黄を持ち，形態的な特徴として腹鰭が

良く，尾部には背側・腹佃に膜鰭が発達し，黒色素胞は頭

部及び腹部に多く分布し，尾部では3個の人きな叢を形成し

ていた＿2口令では腹鰭が長くなり，後頭部背面の1本目の

鰭条が仲良し始めた．＝（）口令では卵黄の吸収が進み，背面

の仲良鰭条は2本形成されており，下顎に歯を確認した．＿8

日令ではトトの顎に鮪を確認した、10　日令では全個体の

卵鼻吸収が完了した＿．12　日令では5割の個体で背面の伸

長鰭条がこう本形成されていた、

キアンコウ仔魚は遊泳力が乏しく，エアリフトの水流に翻弄

されるように漂い，積極的に摂餌する様子は確認できなかっ

た．＝敏弘の個体はワムシ・アルテミアを摂餌していたが殆どが

空胃個体であり，11～15　口令にかけて栄養不良と思われ

る大貴整死が発隼し，飼育口数IH R間で全滅した　なお，

整死尾数から飼育試験に供した仔魚の尾数を逆算した結

果，採集個体数は26，000尾であった．、

考　　察



2日令。腹部に卵黄を持っている。

ヽ

14日令。背面の鰭条■腹鰭鰭条が伸長している。

図9　キアンコウの仔魚
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キアンコウの生物学的知見について，二平ら（2001）はこ

れまでに得られた市場調査データから，全長・体重関係はB

肌′（g）＝0．0293・113r’ウリ（cm）（王く：ン＝0．98）で表され，生物

学的最小形について雌では全長60cm以上，雄では全長40

cm以上であり，産卵期は一唯の生殖腺重量指数の季節推移

から4～6月であろうとしている。産卵期について，2000年4

月25日に水揚げされ大洗水族館に搬入されたキアンコウの

雌（個体A－15）は，飼育開始から4日後の4月29日に産卵

した。また，2002咋6月1（）臼に採集されたキアンコウの卵

帯は採集直後に肺化したが，キアンコウ卵が受精から1週間

前後で柄化する（鈴内，1993）とすると，6月上旬に産み出

されたものと考えられるし．これらの事例から本県海域における

キアンコウの産卵期は4～6月であると推察された。

大洗水族館での飼育の結果，10ケ月間で22～29cm，

1年間で錐へパ眈m成長したことから，キアンコクの成長は

極めて早い章）のと考えられる。二平ら（2001）は毎年11～12

月に市場に水揚げされる25～こうOcmの体長群を0．5才魚，

∫川～50cmの体長群を1．5才‾魚と推定しているし、産卵期を

考慮に入れると，4～6月に肺化したキアンコウ仔魚は夏～

秋にかけて急速に成長し，生後半年でこう裾m前後の大きさ

になり底曳網の漁獲に加入すると考えられる。一方で，小坂

（1966）は仙台湾のキアンコウ若年魚（1～2年魚）の月別体

長組成から，体長の増加は2月から6月までが著しく急速で，

7月から10ノ‾ほでは極めて遅いとしており，自然界における

キアンコウの年齢と成長との関係については今後更に調査

する必要があると思われるし、

米田ら（1997），Yoneda pr　か／（2（）01）は，東シナ海・黄

海寝キアンコウについて産卵期間中1回以上産卵を行う可

能性があると述べている。大洗水族館の飼育条件下で個体

八一3は1年間に3lul産卵を行ったが，飼育水温が年間を通じ

て13℃前後に保たれていたことから（図4），一定の水温条

件でキアンコクは1年間に複数lul産卵する可能性が示唆さ

れたL＿ノ

キアンコウの産卵行動について，分布水深30～100mの

キアンコウが実際に海面付近まで浮上二して産卵を行うかは明

らかではないが，大洗水族館での観察事例から少なくとも†毎

底から浮上した状態で産卵を行うものと考えられる、＿ノ

海産硬骨魚は多くのものが浮遊性の卵を産み，産み出さ

れる状態によって凝集抒性卵と分離浮性卵に大別される。

前者は浮惟卵としては特異なもので種類幸）少ない（水戸，

1966）．キアンコクの卵（卵帯）は凝集淳性卵である上，仔魚

についても酵化直後から腹鰭が良く，いずれも海産硬骨魚と

しては特異な形態であるノ今回の調査で卵帯が流れ塵に絡

みついていた事例から，キアンコウの卵及び仔魚の形態が

特異な理由として，キアンコウが卵の移動・分散及び仔魚の

養育場として流れ藻を利用している可能性が考えられる。茨

城県の海面でキアンコクの卵を採集したのは今回が初の事

例であり，キアンコウの卯・仔魚と流れ藻との関係を明らかに

するには，今後さらに流れ藻採集調査を実施する必要があ

る〔、

キアンコクの種苗生産の可能性については，キアンコウの

天然親魚は漁獲され市場に水揚げされるまでに受ける網ス

レに弱く，飼育環境下に置かれても2～3週間で死んでしまう

ため，健康な親魚の確保が困難であり，採卵用親魚を数多く

確保することができない。また，大洗水族館での過去の飼育

事例から同　一・サイズの個体同十でも共食いを起こしてしまう

ことが明らかになっており，親魚を収容する水槽を多数確保

しなければならないと考えられるこ．更に，キアンコウ仔魚の初

期餌料として，種苗生産で通常用いているワムシ・アルテミア

では飼育できないことが明らかとなった。今回の飼育でキア

ンコウ仔魚はエアリフトで起こす水流に翻弄されるように浮遊

し，積極的に牛物餌料を食べるような動きをしなかった。遊

泳力が乏しく，ワムシ・アルテミアに対し積極的な摂餌行動を

示さなかったことから，キアンコウ仔魚の初期貞耳料が何である

かは，今後稚仔魚の状態で浮遊しているキアンコウを採取

し，胃内容物の調査から推定する必要がある，キアンコクの

碓苗生産を実現可能にするには，天然由来の卵帯（受精

卵）の確保・初期餌料の解明・中間育成・親魚養成・採卵と

いった技術開発を経なければならないと考えられるrJ

要　　約

（1）キアンコウの生態を解明するため，親魚養成技術の開

発及び卵・仔稚魚の採集調査を行った．。

（2）飼育環境下での成長は非常に早いが網スレに弱く，長

期飼育にはスレの少ない個体を確保しなければならな

いことが確認された．っ

（3）水槽内で自然確卵する様子をビデオに収録することに

成功し，飼育環境下での産卵の様子が明らかとなった。

（4）キアンコウの産卵盛期に流れ藻採集を行い，流れ藻に

絡み／）いた醇化寸前の卵帯を採集したこ．

（5）キアンコウ楷化け魚の初期餌料として，種苗生存で通

常用いているワムシ∴アルテミアでの飼育は難しいこと

が示唆されたっ
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表1　キアンコウの飼育記録

1）大洗水族館での記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※2002年3月31日現在

個 体

番 号

飼 育開始 死　 亡 飼 育期間 全長 体長 体重 性別 生殖腺 搬入元 採集 漁法

年月 日 年 月 日 （日） （cm） （cm） （g） （g）

A－1 1996／6／13 1998／3／12 637 79 73 64 ♀ 会瀬漁協 定置網

A－2 1996／6／13 1997／10／26 500 48 1689 ♀ 会瀬漁協 定置網

A－3 1996／6／18 1998／10／16 850 87 10 100 ♀ 会瀬漁協 定置網

A－4 1996／6／柑 1999／6／26 1103 94 14 700 ♀ 会瀬漁協 定置網

A－5 1997／6／14 1997／7／23 39 39 1104 不明 那珂湊　 ぎたん丸 底曳網

A－6 1998／11／30 1999／1／6 3 7 36 980 （タ 会瀬漁協 定置網

A－7 1999／5／13 1999／7／8 56 42 1340 不明 大洗沿岸 底曳網

Å－8 1999／6／5 1999／6／7 2 79 7900 ♀ 那珂湊　 ぎたん丸 底曳網

Å－9 1999／12／28 2000／1／6 9 44 1430 不明 那珂湊　 ぎたん丸 底曳網

A－10 2000／2／18 2000／3／9 20 81 10900 ♀ 請戸漁港 刺網

A－11 2000／2／18 2000／3／17 28 4 6．5 3080 ♀ 請戸漁港 刺網

A－12 2000／2．／28 2000／8／4 158 45 2065 ♀ 請戸漁港 刺網

A－13 2000／3．／13 2002／1／9 66 7 76 60 ．7 8250 ♀ 2 10 請戸漁港 刺網

A－14 2000／4／20 2000／5／5 15 24 265 不明 未発達 那珂湊　 ぎたん丸 底 曳網

A－15 2000／4／25 2000／6／1 3 7 78 65 6500 ♀ 那珂湊　 ぎたん丸 底 曳網

A－16 2000／5／28 2000／6／17 20 83 71 11000 ♀ 569 会瀬漁協 定置 網

A－17 200 1／1／17 200 1／5／3 106 68 55 4500 請戸漁港 刺 網

A－18 200 1／1／17 200 1／2／3 17 58 7100 ♀ 380 請戸漁港 刺 網

A－19 200 1／1／17 200 1／2／12 26 54 3700 ♂ 74 請戸漁港 刺 網

A－20 200 1／1／17 200 1／2／26 40 59 46 2700 ♂ 63 請戸漁港 刺 網

A－2 1 200 1／1／17 200 1／2／8 22 42 1700 ♂ 2 1 請戸 漁港 刺 網

A－22 200 1／4／17 200 1／11／28 225 75 61．8 7100 ♀ 17 1 会瀬　 稲 荷丸 刺 網

A－23 200 1／4／17 200 1／6／1 45 36 29．8 981 不明 4 会瀬　 稲荷丸 刺 網

A－24 200 1／4／17 200 1／6／2 9 73 41 31．7 1080 不明 9 会瀬　 稲荷丸 刺網

A－25 200 1／5．／20 200 1／8／2 9 10 1 46 1750 ♀ 13 会瀬 漁協 定置網

A－26 200 1／7／4 200 1／7／30 2 6 40 34，7 1830 ♀ 9 話 戸漁；巷 刺網

A－27 2001／11／19 200 1／12／22 3 3 46 37，5 1600 ♀ 20 話 戸漁i巷 刺網

A－28 2002／1／11 2002 ／1／23 12 54 43．6 2580 ♂ 50 請 戸漁港 剰網

A－29 2002／1．／11 2002／2／23 4 3 4 1 36 1660 ♂ 3 3 請 戸漁港 刺網

A－30 2002／1／11 継続飼育 中※ 請 戸漁港 刺網

A－3 1 2002ノ／1．／11 継続飼育 中※ 請 戸漁港 刺網

A－32 2002／り11 継続飼育 中※ 請 戸漁港 刺網

A－33 2002／1．／11 継続飼育 中※ 請 戸漁港 刺網

A－34 2002／1／11 継続飼育 中※ 請 戸漁港 刺網

A－35 2002／1／11 継続飼育 中※ 請 戸漁港 刺網

A－36 2002／1／11 継続飼 育中※ 請 戸漁港 刺網

A－3 7 2002／2／13 200 2／2／26 13 58 49 4567 ♀ 119 請 戸漁港 刺網



2R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　星野　尚更ほか

2）水産試験場での記録

個 体

番 号

飼 育 開 始 死　 亡 飼 育 期 間 全 長 体 長 体 重 性 別 生 殖 腺 搬 入 元 採 集 漁 法

年 月 日 年 月 日 （日） （cm ） （cm ） （g） （g）

S－1 1997／5／26 19 97／7／1 36 約 3000 不 明 那 珂 湊 底 曳 網

S－2 1997／6／2 6 8 日 以 内 1250 不 明 那 珂 湊 底 曳 網

S－3 1997／6／2 6 8 日 以 内 1250 不 明 那 珂 湊 底 曳 網

S－4 1997／6／2 6 8 日 以 内 1250 不 明 那 珂 湊 底 曳 網

S－5 1997／6／2 6 199 7／8／31 66 1250 不 明 那 珂 湊 底 曳 網

S－6 1997／12／10 19 98 ／1／3 24 3750 不 明 会 瀬 漁 協 定 置 網

S－7 1997／12／10 1998／1／23 44 3750 不 明 会 瀬 漁 協 定 置 網

S－8 1998年 5 月 約 3週 間 不 明 会 瀬 漁 協 定 置 網

S－9 2000／2／18 2000／3／22 33 72 65 8 150 ♀ 520 請 戸 漁 港 刺 網

S－10 2000／3／3 2000／3 ／6 3 27 310 不 明 那 珂 湊　 大 洋 丸 底 曳 網

S－11 200 0／4／28 2000／5／24 26 27 570 ♀ 2 久 慈 浜　 大 彦 丸 底 虫 網

S－12 200 0／5／11 2000／5／22 11 52 25 66 ♀ 26 会 瀬 漁 協 定 置 網

S－13 200 0／5／1 1 2000／5／27 16 52 3 290 ♂ 58 会 瀬 漁 協 定 置 網

S－14 200 0／5／15 2000／5／29 14 78 884 0 ♀ 394 那 珂 湊　 大 洋 丸 底 曳 網

S－15 20 00／5／25 2000／5／29 4 53 222 0 ♂ 56 那 珂 湊　 大 洋 丸 底 曳 網

S－16 200 0／5／30 2000／7／24 55 25 42 6 不 明 那 珂 湊　 大 洋 丸 底 曳 網

S －17 200 1／1／17 200 1／1／28 1 1 62 368 1 ♂ 62 請 戸 漁 港 刺 網

S －18 200 1／1／17 200 1／1／29 12 5 8 305 0 ♂ 120 請 戸 漁 港 剰 網

S －19 200 1／1／17 200 1／2／5 19 70 726 0 ♀ 280 請 戸 漁 港 剰 網

S －20 200 1／4／16 200 1／4／23 7 5 7 2 70 0 不 明 那 珂 湊　 大 洋 丸 底 曳 網


